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平成5年度入学者選抜学ブJ試験 名誉教授稲本 晃 ・489 
（第2次己主力検査）の期日等 ーー ー …ー・一 . 484 ＜コラム＞
京都大学市民議住「かたち」講演要行 （その 2) . 484 3 Lの充実







部局・ l織r, 氏 :?'1 生年月日 出身身地,'H 校 講 座 等 研 作ノし、ー うT 野
総合人n学部 昭和l 京高I 国際文文化学化科 フランス語学，ス特詩に史Pl-のfJl研論究， 文法;I，~
教授 大 u~ 保夫 4. 7.30 京大 7有官 論議出 礎論，フ ラン 。マルコ・ボーロ 「lit界誌」原典の研究
来月 凹 ↑専 f街
。
京 都大 人 IHJ学礎科 美学：及び芸術哲学に関する研究イシ 4.10.28 人flfl去 諭I存在長
並区l悦夫 。 山形 人生!HJ活学空科間論講座 ドイツ術慾法論学の研究，原特に談会論及，〉 5. 1. 22 京大 び基本 に関する理的研究
例人レベルから集社団組織集合




大東 阪大 文化基礎行動学科 記憶の神経機構に｜刻する生羽！心理学教 J受 4. 4. 5 心理学講泊三 的研究
言、 ’， 鳥京 取大 史学科 日本近現代史の研う究ち特に大正デモク。 ＋公尾~ 会 4.11. 1 現代史学議出 ラシーに関する
， 新潟 史学i半 科 占代ギリシア：文化！と及び社会史の研4シ 藤組謙 三 西史学努~ －~轟4.12.15 京大 度 re 
’， 信｜河 文学科， 同 照雄 5. 1. 2 京大 英第語学・英文学 十七 ・十八世紀英文学の研究一講峰
ペシ 京 都大
史学科 宋代社会数史の研文究。中国仏教文化史’， 坐： 沙雅章 東洋史学：第三講5. 3.14 l'E の研究。 位性の研究
大学院法学研究
イシ
東京 京大 公法専攻法 国際連合の平和維持機能に関する石df科 呑商 茂
教 J受 4. 5.13 国際 講座 究
阿剖lH賢哉 ’， 徳島 公法専攻 慾法l：慾及び憲法解釈に関する研究。’， 4. 7. 9 京大 慾 j去講凶 ドイツ i去の比較法的研究
経済学部 宅〉 京茨 減大 経市講営場雌学・：科
会計と「市場と組織」メ－，；；；b、の相互関係の
教 J受 高寺貞日］ 4. 6. 1 会計分析 構会造計化理論による社 il!IJ皮と してのの；！lJ約性と可能性の研究
’， 京 高大I 経金国済｜融際学統講科計座情報・
「現代めのぐ金る融理政論策と」ーマネー・サプラ
ペシ 石川常雄 4.12.12 イを 実証ーに関するliJf
qノbし
理教学部 J受 ’， 福京 大岡 化有学機化科学議出
イT機フリー・ラジカルに関する研ぷ口盗、
丸山和］博 4. 5.16 究。グリニヤール反応の研究。光成に関する化学的研究
志岐 ・m・正 ’， 京佐 貸大 地地質学：鉱物学科 砕地屑史性学土的佐4研i'V究習に｜到するI仕様学的海洋’， 4.11.11 間学講 l長
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部局 ・職名 氏 r. 生年月日 I＼身 地「I', 校 ~品 Hi 等 研 ；，~ 分 型f
理学部 池部晃生 H百平日 台米 湾大 数学共学通・応必用科内）J応学用講数座 作!IJ~論・数Jll1物珂.Of~教授 5. 1. 1 
大西俊 ’， 大阪 生物物~ll’7・科 ノI：体I失の生物物P.に｜期する研究，〉 5. 1. 9 阪大 五ト子生物学講座
， L東Ii J大江 動動物物学系科 人!ilを含めた動究物の行動に｜期するエイシ 日高敏降 統・遺伝5. 2.26 学品寄付三 ソロジー 的研
｜宍 教学剖iJ萱 イシ 山口 近交遺伝系作ラッ トの遺伝学的同定のためil ！日 i宇 4. 8.27 京大 附~ill1J物実験施ぷ の fW.の開発と ラソ ト染色体j也院lの 成に関するfijf’允
えシ 京都 I~ 外学科学科第二議附 ！般fミトコンドリアの代償究能に基づくイシ 小洋平日悲 4 .10. 20 京大 治的Jl：切除に関する研並びに＇ I:休部分Il干針1（に関する研究
， 鳥取 l悩統御医科f動学H系i'I科専攻lf: ’， 佐々木和火 4.11 10 京大 認知行 日前の高次統御機能に閲する研究同軍雌
色 f,j 彦 ’， _: .il !'.¥ l［：科 :;Ji琢！I討の外形成外科学：に関する研究益今 5. 1. 4 京大 形成外科学講刊を びに奇声 科’y：に関する研究
医学部附属病院 娼 f 干
高〉 和以歌山大 薬剤l i部 集物体内動態のHil御機構解明と医療教 J是 4. 6. 6 来持lj への炭l
築学部 米 HI 文郎
ぞン 兵京 1大•It. 薬イT機ヅ：柴科化学講座 l'ilt機~ 核酸 その他生機体成f分Fの構造教 f呈 4 10.12 と能に関する＇＇ ＇・物布化的研究
, 
新京 設大j ~!!!I;小機架平化｜学説雌 分fjルJ学の計コ算ン及ビびュ赤ー外・ラマンスペ’， 町田勝之輔 4. 1.6 ク ト タシミュレーションに関する研究
［，下剖i
il I 荷 ’， 石川 1:~ L＇｝：平｜ 上水十l~ili物の耐災｜：’手 ・ 構造設。：｜学教 J受 4. 4.26 京大 耐t；三［学説川そ に関する研究
＊村敏延
名〉
京兵 庫大 ,f:j分子化’字科 自分rの合成及び機能に｜刻する研究今 4.10. 13 ，·：~分チ合成講雌
陀野達成
イシ 大阪 介成ドイI~機化介学科j戊化学『溝 イf機合成化＇f・における新領域の剣道’， 4.10.20 京大 に｜刻する研究
日号 和夫
// ,;1: 者I 建築抽n学、： 科 il築Jす，.断研，建築企lrij及び‘ハウジング。 4.10.31 京大 建計両論付4 に｜苅る究
民教c"f ;'fl¥ i-;1 行 Il 防
, 大阪 実名’；j~＝；；i学専攻 /]</lt資源環境に｜則する研究4. 5. 7 ；；（大 水政資源学講！ヂ
重水ハ て
ゐ iぷ n熱’；；；民’；j'，：学j見l早学攻講 然’；；~：作物のずf極・ .i;x.培学的研究。 4. 6.3 五（大 熱 8そ
岩井 保
。 京；（ 者大IS 水 1中学科物 f(l紅i幻J生の機能形態学的研究ペシ 4. 7 .17 /]<1IJソj: 学講J<j£
’， J京ll!:YU大~ 村J 午林 科 林業構造の史的援IJに関する研究。ぞシ 有本純善 4.12.12 森絞Jillι＇.f:~再刊さ 点アジアのアグロフオレストリーの比較研究
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i百Ilu] ・職 4〆1 氏 名 生年月日 出身身地出校 講 出 ミ宇 tif 究 分 lf 
j見学部 山 l採弘忠 H討手I 京奈 大良 農f種学学科説ド~ 突然育種変異的の誘発:-iEぴに誘発突然変具教 J霊 4.12.18 の 利用に関する研究
£！！：学部附属 i~ffl ’， 高知！林 相］川戊 彦 4. 8.10 京大 森林の動態にI刻する研究教 J受
化学研究所 ’， 岡 1 佐々 の界学聞におけるイf機超薄膜の振
教 J受 竹中
ムS, 
4. 7.20 広島大 界l刷物性研究部門 動機分光 的研究性及び膜中の分f偽造と 能との相I掲 の解明
高浪 満 ’， 富京 大山 生体分f情報研究 遺伝情報伝達機構の分f-生物学的研。 4. 9 .15 古~I門 2勿九L' 
人文科教学研究J所霊 荒井 健
h 





ijf究所 ！お崎又術 5. 2.1 l J;( f燃料研究1~－！ll"J 離，的問化プロセスに｜則 る JIP.数 J受 己主： tiJf 
ウイルス研究所 dシ 大京 阪大 遺究伝子動態訓節研
細菌の分子遺伝学・熱ショ ック！必符
教授 rli 良 ド是 4. 8.24 部門 子の制的機御構及びプラス ミド彼製制御の分
経済研究所 瀬尾正ーじF
，シ 大阪 経済言｜両研究部門 定あいまい環境における多目的立ぶ決教 t 4. 8. 5 京大 に関する研究
J左E建物別iq：研究 。
京＊l；五λ（ nf 換及び手＇＇＂f換構ゲージ場のj止fz論に19r 被 1 究 ー 場の耳目t論研究部門
教 J受 5. 3.13 おけるゲージ 造に関する研究
ヘリオトロン絞融
dシ 兵 w超高出プラズマ加 向温プラズマヴ在住及び粒f線JI!.1・＿，－戸合研究センター 秋示秀夫
教 J受 5. 2. 23 阪大 熱ti)f先制吋 に｜刻する研究
:im 'f: i~-11 手｜｜川事彦 。 愛京 知大 理学施部附属火lLI研 地球内部憐泣の研究及び火lI l物理学助教綬 4. 5.15 悼ノしエ ~λ 与 の研究




京兵 庫大 j見事~~I三物植学利 ラン科無柴緑植物ツチアケビの蘭似’， 5. 2.26 ！必Il 物q:,;i'lf雌 共生の研究
t! 学部 筏 平lj 火 ゐ
京京都都府 農記研学部究析附胞属設農~！！：家業絞簿 農業簿記及び、農家経済分析方法に｜刻
Jl)J 手 4. 6. 8 立:1亀q：校岡 済分 するfdf究
寺村 J.'i 
。 京都 農林生物小fぷ平l I諸とその近縁刷究物の系統進化に関イシ
4. 7 .13 京大 実験遺学識出 する逃伝学的研
京都大学医療技術短期大学部教貝停年規程により，次の方が，本年3月31日付けで退職される。
r.1局・ l織 ；￥， 氏 ;?', ノ｜三年月日 l「~身身地校 ｜  講 内そ ~ f好 "/' し 分 !Jf 
’医下療剖i妓術短期！大：
1野明手i 央 lil相｜ 兵雌 ｜看波川 ｜修血性M 令の州床研，病態f問及び
~λ J受 4.11.14 京大 治療に関する臨的究
482 






修 I: 25人~ ，！11'1 作用 制 御システス専攻の設 OCl
工学研究科 大学院重点化




環境地球 1:'l~ 1,l,! .J'文（博士謀稚）の設 置 博士 17人
人間 ・環境学研究科
博上 31人人間 ・ 環境争点攻（↑~j:.Iて謀れ）の ，没tr.:
医学研究科 大学院重点化





！（：＿ 態 学 研 究センターの終世i 決，；日・lj：＿態部門のI札没
医学部 ｜附属病院 （初期l診療体；il］の終備とプライマリケアの教育の充
￥.＇~ ノI' 三”p会， fl 剖i 。〉 新 氏コ又'" ’長）





















0 前期日程試験 0 後期日程試験

















一3月13日 総合人間 ・教if. ’H企lI.¥'-31.¥' 
（上） 経i斉
数学








外国語 般育.i去・経 「-午前9時30分一」・理・｜実・1 時30分
薬・工 .m: 











総合人間「偽 午分後1lf,y～2時社会 －文.il;. 
「一般」 30 
教育 午後l1,J.～3 JI年
”命文 ・ーー・ー－－ -ー ，ー 
g論文 経済「，；；命文」 ’1・1! 9 1q;30分～J21k¥' i上
’1・後 l1.r～31年
30分
(ii:) ＊ 総合人間学部 （後J~J) の外l司品の.~~験において ， ドイツ，：It.フランス訪を選択したおは，lfき取りテス
トを行わないので，午前9Jl.'f30分～ll.'f30分とする














































































































































































本学理学部助教授予~j：目 立先生は， 12月 31 LI 
逝去された。if年590
先生はl(j手rJ30年3月大阪大学定1学部物理学科を













































































の 11:1 に土佐滞のl!IH~Iが捕かれており，検/I ＇，した婦
がこの藩邸の l~i を限る婦であることが明らかに
なった（岡 1）。 なお，刷の途切れた部分は門に
通じる土橋と考えられる。1¥上した性瓦は，その
端而に「アキ文」．「アキJft」， r'f;件；.'.IQ」など瓦の
製造元のj長サを刻印したものが多いが，京近郊で
は桟』Lに表lj印を施す例はなし、。また，桟瓦は一般
に正面からみて「へ」の字形をして，左から；｛1に
lfくが，剃から出土した桟止L；の中にはこれとは逆
に，むから左に茸く「逆伐」と通私される2じが多
い。京近知の近世の遺跡で「逆桟」がI'.上した例
はほとんどない。これらのことから， 1・，上した瓦
は，土佐など京外から搬入された可能性もあり，
現在調査中である。
この土佐藩邸をはじめとする滞邸は本；わ.；c内に
あったが，幕末の動乱をひかえ，各滞がよび寄せ
た務士の駐屯のための務邸を京近交Iに多数設置し
た。今回調査した土佐滞邸や本部構内間半音iに比
定されている出張存在邸などもこうしたものであ
る。土佐藩邸はのちに陸援隊の中｜品l慎太郎が借り
受け活動の拠点としていたことが，中｜品lの1866～
67年の日記 『行々筆記』にみえる。
立li議文化財研究センターは，ここで紹介したよ
うな発姻調査を学内の建物建設計阿にしたがって
災施しているが，事務局および工事犯当部局から
は多大のご協力をいただいている。末筆ながらお
礼申しヒげる次第である。
（埋j誠）（化財研究センター）
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写真3
図1
土佐藩邸の南をめぐる堀
改正京町御絵図細見大成（部分）
